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都市経営部 創造改革課

個別施設計画策定後の
運用について
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豊中市の状況

2

人口／約40万人 <中核市>

面積／36.6 k㎡

職員数：約3,500人

公共施設 345施設（スポーツ施設 15施設）

大阪府

大阪府豊中市
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公共施設等総合管理計画
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豊中市公共施設等総合管理計画【計画期間：24年間】
平成29年度（2017年度）～令和22年度（2040年度）

個別施設計画【１年ごとに見直し（※）】
毎年７月に策定、公表 → 次年度予算に反映

❖ 長寿命化計画を策定している施設（学校施設・市営住宅・インフラ施設等）については、
当該計画を個別施設計画とみなし、進捗管理を行う

第４次豊中市総合計画 令和9年度（2027年度）まで

総合管理計画中間見直し：令和10年度（2028年度）

目標

令和22年度
（2040年度）

より良い
公共サービ
スの実現

施設総量
80％
達成

（※）ただし、長寿命化計画を策定している施設は、各計画で別に定める

施設カルテ・施設状況確認シート【１年ごとに調査（※）】
庁内積算会議にて次年度予算に反映

市有施設基本診断
（平成27年～平成29年）
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個別施設計画

施設再編の動きや各施設における再編の取り組み状況、中長期的なスケジュール、更新経費の見込みより
わかりやすく示すことで、将来的な予算の縮減や平準化、さらには施設配置の最適化を図る。

また、長寿命化計画を策定しない施設については、当該計画を個別施設計画とみなし、進捗管理を行う。
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個別施設計画

施設総量の推移（実績） 再編対象施設一覧
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市有施設基本診断

公共施設全体の老朽化に伴い、更新・改修費用の増大が見込まれること
から、施設の劣化状況を把握し、各施設の中長期的な更新・改修の見通
しを明らかにすることを目的に、施設ごとに保全計画を作成

□ 雨漏れが１箇所（建物あたり）＆経年２０年以上 □ 経年が２０年以上 □ 経年が１０年以上

□ 雨漏れが２箇所以上（建物あたり）

□ 雨漏れが１箇所（建物あたり）＆経年２０年以上 □ 防水層の膨れがある □ 経年が１０年以上

□ 破断箇所が２箇所以上（１００m2あたり） □ 保護塗装が磨耗、剥離がある

□ 経年が２０年以上

□ 雨漏れが１箇所（建物あたり）＆経年２０年以上 □ 防水層の膨れがある □ 経年が１０年以上

□ 破断箇所が１０箇所以上（１００m2あたり） □ 保護塗装が磨耗、剥離がある

□ 経年が２０年以上

□ 雨漏れが１箇所（建物あたり）＆経年２０年以上 □ 防水層の膨れがある □ 経年が１０年以上

□ 破断箇所が１０箇所以上（１００m2あたり） □ 保護塗装が磨耗、剥離がある

□ 経年が２０年以上

□ 雨漏れが１箇所で、経年２０年以上 □ 腐食、破損が広範囲にある □ 経年が１５年以上

□ 腐食、破損が全面的 □ 保護塗装の磨耗、剥離がある

□ 経年が２０年以上

□ 剥落が３箇所以上（１００m2あたり） □ 剥落、浮き、ひび割れがある □ 経年が１０年以上

□ 浮きが１０％以上（面積） □ 経年が２０年以上

□ ひび割れが１０本以上（１００m2あたり）　本＝ｍ

□ 剥落が１０％以上（面積） ■ 剥落、浮き、ひび割れがある □ 経年が１０年以上

□ 浮きが５０％以上（面積） □ 経年が２０年以上

□ ひび割れが全面的

□ 剥落が１０％以上（面積） □ 剥落、浮き、ひび割れがある □ 経年が１０年以上

□ 浮きが５０％以上（面積） □ 経年が２０年以上

□ ひび割れが全面的

□ 磨耗、割れ、ふくれ、はがれが５０％以上（面積） □ 磨耗、割れ、ふくれ、はがれが２０％以上（面積） □ 磨耗、割れ、はがれがある

□ 汚れ、変退色、光沢度低下、白亜化が５０％以上（面積）* □ 汚れ、変退色、光沢度低下、白亜化が２０％以上（面積）* □ 経年が１０年以上

*美観を重視する場合 □ 経年が２０年以上
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モルタル塗り仕上

タイル張り仕上

塗り仕上

外部建築（外壁） C

打ち放し仕上
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大項目 劣化度 仕様、区分 経年
判断条件（複数ある項目はいずれか）

屋根葺き材

アスファルト防水（露出）

シート防水

塗膜防水

外部建築（屋根） A

アスファルト防水（押さえ）

D　機能喪失している Ｃ　劣化が進んでいる Ｂ　劣化が始まっている

劣化度判定シート

不具合箇所写真及びコメント
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施設カルテ
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市有施設状況確認シート

施設を所管する職員が市有施設基本診断を基に毎年度更新を行
い、建築部局の職員が劣化状況から更新・改修の判断を実施

豊中市立豊島体育館

項目
番号

31
項目
番号

52

項目
小分類

自家発電設備
項目

小分類
給水（給湯）・排水配管

場所 1階発電機 場所 B1Fボイラー室

概要 発電機発錆及び老朽化 概要 フレキ配管より漏水

項目
番号

52
項目
番号

52

項目
小分類

給水（給湯）・排水配管
項目

小分類
給水（給湯）・排水配管

場所 B1Fドライエリア 場所 B1F機械室

概要
雨水ポンプフランジ

ボルト錆
概要

受水槽給水バルブ配管
ねじ込み部腐食漏水

項目
番号

53
項目
番号

53

項目
小分類

ポンプ
項目

小分類
タンク

場所 B1Fボイラー室 場所 B1F機械室

概要
給湯循環ポンプ(一次系)

フランジより漏水
概要

受水槽外装パネルより
漏水跡

市有施設状況確認シート（不具合等の記録） 調査年月日　2022/4/30

施設名

基本診断書　NO　103
施設
コード

施設
名

調査年月 H2812 調査年月 R3.5.6 調査年月 2022/4/30

確認者 建物基本診断 確認者 藤原 隆・川上泰司 確認者 藤田・堀野

評価 概要 評価 概要 評価 概要

30 受変電 受変電設備 受変電設備 ◎ ◎ ◎

31
発電

静止形
電源

自家発電設備 自家発電設備 ◎ △ 発電機発錆及び老朽化 △ 発電機発錆及び老朽化

32 電力 非常用照明 非常用照明 ◎ ◎ ◎

45 空調配管 空調配管 ◎ ◎ ◎

46 空調ダクト 空調ダクト ◎ ◎ ◎

52 給水（給湯）・排水配管 給水（給湯）・排水配管 ◎ ×
・ボイラーフレキ配管漏水
・雨水ポンプフランジボルト錆
・受水槽給水バルブ漏水

×
・ボイラーフレキ配管漏水
・雨水ポンプフランジボルト錆
・受水槽給水バルブ漏水跡あり

53 ポンプ ◎ × 給湯循環ポンプ(一次系)フランジより漏水× 給湯循環ポンプ(一次系)フランジより漏水

54 タンク ◎ △ 受水槽外装パネルより漏水跡 △ 受水槽外装パネルより漏水跡

56 消火 消火設備 消火設備 ◎ × ・消火ポンプグランド部発錆 × ・消火ポンプグランド部発錆

57 ガス 湯沸器、コンロ、空調 湯沸器、コンロ、空調 ◎ ◎ ◎

58
その他
（設備）

個別点検 個別点検 － ×

・ボイラー送り出口管腐食の
為、膨れ錆
・ストレージタンク№2休止中
(配管・循環ポンプ)取り外し中
・女子更衣室コンセント破損
 ・ブラインド(トイレ),ブラインド

×

・ボイラー送り出口管腐食の為、膨れ錆
更新予定
・国旗掲揚ポール3本動作不良・B1階
機械室給排気連動制御不良
・1階アリーナ出入口側誘導灯不良
・2階多目的トイレ光電センサー不良

給水タンク等
設
備

給排水
衛生

空調

設
備

今回

豊島体育館

市有施設状況確認シート（設備）

項
目
番
号

項目
大分類

項目
中分類

項目
小分類

前回初回

市有施設状況確認シート 市有施設状況確認シート（不具合の記録）
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市有施設状況確認シート
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計画策定のポイント・留意点

計画を策定の留意点

・各施設の老朽度合等を考慮して作成する
・施設所管部局との連携は必須
・継続できる仕組みとなるよう作成する

計画を策定することによるメリット

・公共施設再編の進捗管理ができる
・改修等の予算が平準化できる
・マニュアル化したことで職員による管理が可能となった
・公共施設再編に対する職員の意識醸成につながる
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ご清聴ありがとうございました

連絡先：豊中市 都市経営部 創造改革課

06-6858-2745

souzou@city.toyonaka.osaka.jp


